
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「がん哲学外来」とは 
耳慣れない言葉ですが、がん患者とその家族に安心を与える医療者との対話の場所です。治療や診察等の 

セカンドオピニオンとは異なります。「がんであっても笑顔を取り戻し、人生を生きることが出来るように 

支援したい」と願う、樋野興夫先生の活動によって「がん哲学外来」が全国に広められています。 

 

樋野 興夫先生 

【プロフィール】 

順天堂大学医学部病理・腫瘍学講座教授。 

ＮＰＯ法人「がん哲学外来」理事長。 

2008 年がん哲学外来を順天堂医院にて

開設、大きな反響を呼んでいる。 

 

主催：岡山大学病院 腫瘍センター・総合患者支援センター 

 

がんを抱えての療養生活は様々な不安や心配があることと思います。メディカル 

カフェではお茶を飲みながら、がん患者さんやご家族、医療スタッフなど全ての人が 

一参加者として、対等な立場で心の豊かさや人生観について自由に語り交流できる場 

です。診察場面では語れない思いを語り、双方向型のコミュニケーションを持つこと 

で参加者一人一人がそれぞれの学びとなり、自分自身の生き方について考える場にな 

ればと思います。 

申込先・お問い合わせ先 

岡山大学病院 総合患者支援センター 

０８６（２３５）７７４４ 

（平日９時～17 時）

日 時：２０１５年 6 月１日（月）受付 13:０0～ 

メディカルカフェ：1３：３０～1５：３０  

（何時でも出入り自由です。人数制限もありません） 

がん哲学外来： 先着 2 組 ①1３：５0～1４：３０ ②1４：３0～1５：１0 

場 所：岡山大学病院 マスカットキューブ３階 

対 象：がん患者・家族、医療スタッフ、学生、その他関心のある方 

参加費：お茶代として１００円
事前申込み要（５月２５日締切） 


